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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・6月8日～6月9日【木・金曜】職員旅行へ参加しています。
・土足化開始に伴い、病棟の面会はどうなるのか要確認。

→面会時に5階のエレベーター前にて下駄箱準備。
・早朝の１階部分の清掃について確認が必要。
看護：総務に給料明細に関する問い合わせをする際は必ずAOMを通してください。
　　　総務とメールでやりとりを行う時はCcにAOMを必ずつけてメール送って下さい。

事故安全管理委員会より

事故・インシンデントについてメールでの報告をしっかりすること

【業務改善について】
・受診相談について
受診相談担当者が不在や対応中のときに受診相談が来た場合については精神は鳥谷部・上野、認知症：上野、生駒で対応することとしている。しかし、対応が出来ない場合には要件や名前等基礎情報等を確認し、担当者へ繋ぐ。また、時間を改めて連絡することにする。
・失語症の検査について

WABの検査（失語症）を実施する際に時間がかかるため、事前に心理と調整するようにする。また、診察時ではなく、午後など時間を改めて実施するかまたは受診時間を調整するようにする。急の対応は難しいため、調整を要する。

・介護保険の新規・更新申請について
新患に対しては相談時点で介護保険を初診時に提出するよう伝え、医事にて印刷するようにする。

主治医意見書作成依頼があった時点で心理や外来へ報告し、確実に実施する。
（院長のみ検査実施）

・医師意見書と診断書の作成の受診があった場合の対応について
　以前と変わらず、SWで受診相談をすることにする。対応が難しいときは外来看護へ依頼する。
　・カウンセリング希望患者について
病状や経過、背景にあるものについて問い合わせ時点で聞き取り、必要性のあるもののみにする。
　・検査について

X線関連の検査について検査以外でも実施できるようにレクチャーを受け、外来看護等でも対応できるように検討している。
【外来患者様について】

・竹洞　聡様　　五福：金井看護師より本人が連続飲酒している状況（車は兄様が保管）であり、デイケアに来ても無断で帰る等問題行為がある。躁状態ではないが、妻の病状が不安定になり、夜間の睡眠が摂れないと話す。担当医へ情報提供していく。
・松川　順子様　本日、デイケアで買い物する担当を決める際に他利用者が誰も賛同することがなく、被害的になってしまい、デイケアで大声で叫ぶことがあった。その場で他の利用者様と振り返りを行っている。病状の変化に注意していく。
・赤松　翔太様　　デイケアを欠席することが多く、２週間に1回参加している様子。母様が欠席することに対して意識が低く問題意識に欠けている様子がある。
・若松　邦生様　デイケアにて実習生の手紙に対してショックを受け、落ち込んでいる様子があった。スタッフに意見を求め、様々な助言を受け、一旦は落ち着いたものの、今後の病状に影響が出ないか心配である。実習担当者と菅原AOMが問題を指摘として学校側へ報告することとして深澤Drへ報告。

・小林　満様　　久々の来院時に本人の話を傾聴。執行猶予付きであるが入院も視野に入れている様子ではあるが出所後より酩酊状態となった様子。擦過傷が何か所かある様子である。今後、デイケアの利用に繋がるよう声掛けしていく。
・根地戸　恵様　来週入院予定。東病棟の特定男性スタッフへ「会いたい。」との発言から
入院の必要性があるか判断が難しい状況。以前より、父様との関係性は

悪く、入院が解決にはならないが、気分の高い様子は見られている。
